
 

 

  令和７年２月28日  
保護者 様 

松蔭小学校長 川田  久  

  

令和６年度 松蔭小学校評価結果報告（後期） 

 
 雨水の候、皆様方におかれましては益々御健勝のことと拝察いたします。 
 さて、学校教育アンケートの実施にあたり、お忙しい中御協力をいただきありがとうございました。皆様方の御回答と教職員の自
己評価及び児童へのアンケートの結果を踏まえて学校関係者評価委員会を開催し、評価結果と改善案の妥当性等について御意見をい
ただきました。 
  学校関係者評価委員会からは、次の４項目を骨子とする提言をいただき、改善に向けた取組を始めています。 
 以下、学校教育アンケート結果（保護者、児童）について報告いたします。 
 

  

 

 

 

 

１ 保護者アンケート   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

考察（成果・課題） 

（１）全体的に肯定的な結果となっています。 
  ア 地域や家庭で挨拶をしている。 

イ 子どもは、楽しく学校へ通っている。 
  ウ 子どもがよくない行いをしたら、しっかりと叱っている。 
   エ 子どもが話しかけてきたら、相手をしている。 
  オ 子どもの成長や頑張りをしっかりほめている。 
 
（２）課題となる項目については、学校での指導や支援、家庭・地域との連携を図って改善に努めます。 

ア  子どもは、家庭で手伝いをしていますか。 
⇒ 日常での係活動や清掃活動において、働くこと、役割を果たすことの大切さを伝えていきます。 

イ  あなたは、子供の将来の夢や生き方について、親子で話し合う機会がありますか。 
⇒ 特別活動を中心に、各教科との関連を図りながらキャリア教育の充実・継続に努めます。 

ウ  あなたは、お子さんを地域行事に積極的に参加させていますか。 
⇒ 地域行事への積極的参加を促します。 
 

①  確かな学力の定着を目指した授業の推進 

② 心の教育、人権・同和教育の充実 

③ 健康安全教育の充実と健全育成 

④ 地域と連携した特色ある学校づくり 
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２ 児童アンケート   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
考察（成果・課題） 
（１）全体的に肯定的な結果となっています。一層の向上を目指して、取組を進めます。 

ア 学校の決まりを守っている。自分のものや友達のもの、学校のものを大切に使っている。 
  イ 安全に気を付けて生活している。 

ウ 分からないことがあったら、先生が丁寧に教えてくれる。 
  エ 先生や友達の話をよく聞いている。 
             
（２）課題となる項目については、学校の指導や支援とともに家庭でも同様の取組をお願いします。 
  ア 分からない言葉を辞書で調べる。  

⇒ 言葉への関心を高める指導など、言語活動の充実に努めます。 
   イ 家の人と自分の夢や将来について話すことがある。 

⇒ 特別活動や道徳の時間で学習したことを家庭で伝える工夫や通信等を通じてお知らせし、家庭での話題提供に努めます。 
  ウ  家の手伝いをよくしている。  

⇒ 働くことの大切さや自分の役割を果たすことの必要性について、様々な場面で指導します。 
 

 
 

３ 保護者の自由記述                               
よ  い  点 

○ 特別支援学級ではありますが、先生の授業の工夫のお陰で学力が付いたり、人としての成長を感じたりしています。先生たちの努力にとても感謝
しています。いつも本当にありがとうございます。 

○ いつも子どもの成長を見守っていただきありがとうございます。様々な場面で子ども達の主体性を伸ばしてくれていると感じています。お陰様で、
自己肯定感が少しずつ高まっていると思います。引き続き、ご指導よろしくお願いします。 

改 善 点 ・ 要 望 

○ ホームページ内容をもう少し色々と内容濃いものにしていただけたら嬉しいです。また、長期休みの水泳記録会や陸上、金管練習など、子供た
ちが頑張っている姿をもっとお知らせするなどして欲しいです。 

 → 内容や長期休業中の運用について検討します。 
○ 国語、算数など、基礎的な内容が身に付いているか心配です。分からないところは家で見ていますが、問題の解き方も以前とは違っており、難
しさを感じています。家庭でもフォローをしていますが、内容を理解して次学年に行けるのか心配しています。 

 → 基礎・基本を大切にして学習を進めていますが、個に応じて理解に差があります。つまずきがあるときは、丁寧に指導したり、個に応じた学
習を行ったりして、理解を促したいと思います。御家庭におかれましても、進度や学習内容、家庭学習の見とどけ等をしていただくと助かります。 

○ 授業で分からない事があった時の対応で、気になることがありました。 
 → 一人一人の子どもたちに合った対応を心掛けます。 
○ 陸上や水泳など、参加種目によってはもう少し専門的に練習してから挑んで欲しい。これからは人数に応じて、できる範囲での参加でもいいの
ではないでしょうか。 

 → 練習方法、記録会への参加の仕方について、検討します。 
 
※ 貴重な御意見をありがとうございました。今後の教育活動の充実に向けて取り組んでいきます。 


